
○
…
…
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
：
○

第247号発行日13月1

坪
谷
中
に
新
校
舎
落
成

自
胃

月3

心
を
新
た
に
勉
強

　
こ
の
ほ
ど
、
坪
谷
中
学
校
の
校
舎
が

鉄
筋
コ
ン
フ
リ
ー
ト
三
階
建
の
近
代
的

校
舎
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
二
月
七
日
に

職
員
と
全
校
生
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
繕

い
す
、
教
材
、
図
書
な
ど
を
新
校
舎
に

移
転
し
ま
し
た
。

　
旧
校
舎
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
後
老
朽
化

が
は
げ
し
く
危
険
箇
所
が
多
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
町
で
は
、
国
の
補
助
八
百

八
万
五
千
円
を
う
け
て
総
工
費
三
千
七

百
二
十
四
万
五
千
円
で
昨
年
八
月
か
ら

改
築
工
事
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　
床
面
積
は
延
べ
九
百
四
十
一
平
方
研

で
、
　
一
階
が
校
長
室
、
職
員
室
、
生
徒

会
室
な
ど
の
管
理
室
、
二
階
は
三
学
級

東郷町役場
発行所
編集人

分
の
普
通
教
室
、
三
階
は
音
楽
、
美
術

図
書
の
特
別
教
室
と
生
徒
会
売
店
が
あ

り
ま
す
。

　
ペ
ン
キ
の
か
お
り
い
っ
ぱ
い
の
新
校

舎
に
移
っ
た
生
徒
た
ち
は
大
よ
ろ
こ
び

で
、
心
を
新
た
に
し
て
勉
強
に
は
げ
み

ま
す
と
張
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
十
八
年
に
建
設
し
た
理
科

家
庭
、
技
術
の
特
別
教
室
は
新
校
舎
に

並
ん
で
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
旧
校
舎
を
取
り
こ
わ
し

た
あ
と
は
整
地
し
て
一
周
二
百
材
の
ト

ラ
ッ
ク
コ
ー
ス
の
と
れ
る
グ
ラ
ン
ド
を

造
成
し
ま
す
。

　
新
学
期
か
ら
は
、
新
し
い
施
設
の
学

校
と
し
て
勉
強
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

／

第
三
日
曜
日
（
十
九
日
）
は
家
庭
の
日

晒
は
ず
ま
せ
て
新
校
舎
に
移
転

魎
占
嚢
撫

暖
冬
異
変

ポ
カ
ポ
カ
陽
気

が
続
い
た
本
県

の
一
月
の
平
均
気
温
は
宮
崎
地
方
気

象
台
開
設
以
来
の
最
高
値
を
示
し
ま

し
た
。
こ
の
「
寒
く
な
い
冬
」
は
昨
年

未
か
ら
で
、
暖
冬
は
二
月
に
は
い
っ

て
も
い
っ
こ
う
衰
え
る
気
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。
気
象
台
の
一
ヵ
月
予
報
に

よ
る
と
、
三
月
に
は
寒
の
戻
り
が
あ

る
見
込
。
春
の
訪
れ
は
四
月
に
は
い

っ
て
か
ら
と
い
い
ま
す

▽
三
月
三
日
は
「
耳
の
日
」
で
す
。

三
月
三
日
の
三
と
三
が
み
み
に
語
呂

が
通
じ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も

の
で
す
。
入
学
前
の
お
子
さ
ん
に
は

と
く
に
注
意
し
、
少
し
遠
い
か
な
と

思
わ
れ
る
と
き
は
一
度
専
門
医
に
診

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
二
十
日
目
彼
岸
の
中
日
で
す
。
仏

教
で
は
、
現
世
を
此
岸
（
し
が
ん
）

と
い
い
、
煩
悩
（
ぼ
ん
の
う
）
を
な

く
し
、
さ
と
り
を
開
い
た
渥
藥
（
ね

は
ん
）
の
境
地
を
彼
岸
と
い
い
ま
す

。
別
に
さ
と
り
を
開
か
な
い
ま
で
も

、
こ
の
日
、
先
祖
の
お
墓
に
花
を
供

え
て
お
参
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

た
は
む
れ
の
や
う
に

握
り
し
友
の
手
の
離

し
が
た
か
り
友
の
眼

を
見
る
　
　
牧
　
水
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祉
館
の
位
置

宝山陰
／

国道327号線

一椎葉方面　　　　　　　　　　　　　日向市→

お
と
し
よ
り
に

　
町
立
の
「
老
人
福
祉
館
」
を
町
役
場

の
西
側
に
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
ほ
ど
敷
地
造
成
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
五
月
未
ま
で
に
は
、
千
四
百
五
十

四
平
方
眉
の
敷
地
に
、
鉄
骨
平
屋
造
り

（
床
面
積
三
百
八
平
方
麿
）
の
建
物
の

新
築
工
事
を
終
り
、
六
月
一
日
に
開
館

い

こ
い
の
写

し
て
、
お
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
老
人
福
祉
館
は
、
年
年
増
え
て
い
る

お
と
し
ょ
り
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
教

養
の
向
上
や
各
種
相
談
指
導
な
ど
の
場

所
と
し
て
提
供
し
、
よ
り
楽
し
い
老
輿
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老

（
1
ー
ー
ミ
、
ー
ー
ミ
ミ
、
ー
ー
ミ
ミ
、
一
二
、
ミ
ミ
ー
ー
ー
、
、
暉
暉
、
こ
、
、
一
1
一
、
、
聰
一
、
こ
、
、
馳
一
、
こ
、
、
一
聰
一
こ
亀
1
こ
、
こ
暉
暉
ー
、
、
一
馳
一
、
、
奪
一
、
一
、
暉
暉
、
こ
こ
聰
一
、
こ
こ
聰
亀
一
、
、
暉
暉
ー
、
、
暉
暉
ミ
…
ー
ー
こ
こ
、
一
聰
一
こ
霞
睦
、
一
、
日
日
こ
一
日

…
㎝
　
花
木
の
話

……　

ｱ
の
前
上
京
し
た
と
き
、
国
会
議
員

一会

ﾙ
で
、
清
山
宮
崎
市
長
と
一
緒
に
な

…
り
、
し
ば
ら
く
語
る
機
会
を
え
た
。

㎜
清
山
さ
ん
と
は
、
学
校
が
同
窓
で
、

…
先
輩
だ
し
、
県
議
時
代
は
同
期
で
苦
楽

一
を
共
に
し
た
。
昔
か
ら
農
政
に
明
る
く

…
今
日
で
も
一
家
を
成
し
て
い
る
。

皿　

ｽ
ま
た
ま
、
話
が
花
木
の
こ
と
に
な

…
り
⊥
、
三
年
煎
若
杉
村
長
に
南
郷

眉
村
に
は
〃
南
天
〃
が
多
く
自
生
し
て
い

副
る
そ
う
だ
が
、
そ
れ
を
畑
に
移
し
て
、

一
苗
木
の
栽
培
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
だ

一
ろ
う
。
近
ご
ろ
山
村
で
は
仕
事
が
な
い

…
と
い
っ
て
出
稼
ぎ
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
自
然
を
生
か
す
産
業
と
し
て
面
自

い
と
思
う
、
と
勧
め
て
お
い
た
が
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

君
の
と
こ
ろ
も
地
つ
づ
き
で
〃
南
天
〃

の
ほ
か
、
珍
し
い
花
木
が
た
く
さ
ん
あ

る
は
ず
だ
。
い
ま
、
東
京
で
は
石
べ
い

を
こ
わ
し
て
生
け
が
き
に

す
る
こ
と
が
流
行
し
て
い

る
。
公
害
対
策
に
も
な

り
、
　
「
緑
と
太
陽
」
を
テ

ー
マ
に
開
発
を
図
っ
て
い

る
宮
崎
か
ら
、
緑
を
東
京

目
。
　
●
●
　
●
　
　
「

‘
4
●
9

口
回
口

0

の
人
に
苗
木
栽
培
の
話
を
し
て
帰
っ
た

　
そ
れ
か
ら
三
年
後
、
苗
木
が
で
き
た

が
ど
う
し
ま
し
ょ
う
と
相
談
に
来
た
の

で
、
市
内
の
広
場
で
売
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
た
。
十
戸
ぐ
ら
い
の
農
家
の
人
た

ち
が
、
わ
ず
か
の
期
間
に
、
何
十
万
円

　
　
　
　
　
と
い
う
金
を
え
て
、
大
よ

薩
想

に
送
る
こ
と
は
意
議
深
い
こ
と
だ
。

　
自
分
も
花
木
が
好
き
で
珍
し
い
花
木

が
あ
る
と
ひ
ま
を
み
つ
け
て
必
ず
見
に

行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
市
役
所
か
ら
、
八
キ
。
は
な
れ
た
平
和

と
い
う
部
落
に
出
張
し
た
と
き
、
そ
こ

ろ
こ
び
し
て
い
た
。
い
ま

も
〃
あ
け
び
、
い
も
ぐ
す

南
天
〃
な
ど
、
苗
木
の
生

産
地
と
し
て
有
名
に
な
っ

て
い
る
。

　
北
海
道
の
根
室
に
泥
炭
が
で
る
が
、

そ
れ
を
乾
燥
し
た
も
の
を
ビ
ー
ト
と
い

う
。
久
留
米
の
人
が
苗
木
の
栽
培
に
利

用
し
て
い
る
が
太
陽
の
吸
収
が
早
く
、

発
根
も
し
ゃ
す
い
。

　
こ
ん
な
こ
と
は
、
日
ご
ろ
の
勉
強
で

　
　
／

を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
ね
が
い

で
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
宮
崎
県
内
に
、
老
人
福
祉
施
設

は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
六
ヵ
所
、

老
人
福
祉
館
が
七
ヵ
所
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
二
十
八
ヵ
所
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
三
ヵ
所
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

が
一
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
東
郷
町
に
は
養
護
老
人

ホ
ー
ム
鈴
峰
園
が
あ
り
、
五
十
五
人
の

お
と
し
ょ
り
が
元
気
に
す
ご
し
て
い
ま

す
。

　
四
十
五
年
十
月
の
国
勢
調
査
の
結
果

六
十
歳
以
上
の
人
が
東
郷
町
に
千
二
百

七
十
人
住
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、
六
十
代
が
六
百
八

十
五
人
、
七
十
代
が
四
百
六
十
一
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
一

自
分
は
、
出
張
の
つ
い
で
に
時
間
を
…

み
て
、
福
岡
の
田
主
丸
、
和
歌
山
の
橋
柵

本
市
、
大
阪
の
宝
塚
、
広
島
の
己
斐
、
｝

埼
玉
の
安
行
な
ど
を
見
て
い
る
。
春
か
｝

ら
秋
、
空
箱
に
貝
塚
い
ぶ
き
を
さ
し
て
一

お
く
と
・
一
年
目
ら
い
で
一
華
五
円
…

四
聖
士
冗
れ
る
－
ざ
！
こ
ん
な
話
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
林
野
の
面
積
が
、
全
体
の
お
よ
そ
九
層

○
％
の
山
村
で
あ
る
東
郷
町
に
は
、
・
…

ん
な
資
源
は
豊
富
に
あ
る
。
四
十
七
年
…

度
に
は
、
開
パ
事
業
で
三
十
診
が
開
こ
｝

ん
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
こ
の
地
域
に
独
　

特
の
樹
木
が
鶏
・
れ
・
活
用
す
ゑ

方
法
は
な
い
も
の
か
と
思
う
。
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
弘
）
　
一

　
　
㍗
電
ミ
ミ
巳
1
こ
・
こ
唾
噛
・
こ
こ
馳
1
・
ミ
ミ
馳
睦
、
、
こ
、
聰
聰
こ
、
こ
聰
融
、
こ
、
、
馳
馳
こ
、
こ
聰
聰
、
ミ
ミ
巳
聰
ミ
ミ
・
聰
亀
・
ミ
ミ
睦
馳
こ
ミ
●
顧
ミ
、
ミ
」
「
1
、
ミ
ミ
聰
聰
、
ミ
ミ
二
二
、
ミ
ミ
二
塁
ミ
、
ミ
瞳
。
ミ
ミ
、
画
室
こ
ミ
ー
身
ミ
ミ
聰
睦
ミ
ミ
、
亀
瞳
、
ミ
ミ
聰
聰
ミ
ミ
馬
馳
1
、
ミ
〕

3

八
十
歳
以
上
が
百
二
十
四
人
で
す
。

　
こ
の
福
祉
館
は
、
東
郷
町
内
に
住
所

の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
人
な
ら
、
ど
な

た
で
も
利
用
で
き
、
利
用
料
は
い
り
ま

せ
ん
。

　
施
設
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
と

し
よ
り
の
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
心
を

配
っ
て
設
計
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

浴
室
の
浴
槽
の
形
、
洗
い
場
の
材
料
な

ど
に
特
別
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
の
方
法
な
ど
は
、
た
だ
い
ま
検

討
中
で
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

鈴
峰
園
だ
よ
り

　
暖
冬
か
ら
立
春
を
過
ぎ
、
鈴
峰
園
で

も
仲
良
く
明
る
く
元
気
よ
く
の
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
三
月
の
声
を
聞
い
て

心
の
な
ご
み
と
と
も
に
町
で
建
設
中
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
工
も
楽
し
み

で
す
。

　
皇
臣
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
町
内

外
の
暖
か
い
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寺
追
果
樹
振
興
会
の
み
な
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
み
か
ん
は
、
今
も
そ
の

黄
金
の
味
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
と
し
も
、
わ
た
し
た
ち
五
十
五
人

は
、
自
ら
の
老
後
を
幸
せ
に
す
る
た
め

に
、
生
き
が
い
の
あ
る
心
の
も
ち
方
を

考
え
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
生

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

面
白
き
こ
と
も
な
き
世
を
面
白
く
、

　
住
み
な
す
も
の
は
　
心
な
り
け
り
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．▲　ジグザグドリブルで敏しよう性のテスト

カメラルポ

体
力
を
知
ろ
う

ま
ず
自
分
の

霊力づ／りにはげむ

＊家庭でできる複合トレーニング

　これからトレーニングをはじめる人は．ます，つぎの運動を

行なってください。

　東郷町では、県の指定をうけて1月目ら3月までの3ヵ月間、4

回に分けて「体力づくりキャラバン事業」を行なっています。

　これは、地域住民の体力の現状と自分の体力をよく知り、積極的

に健康生活を営む態度を養う一というねらいで行なうもので、①保

健、栄養の改善②体育、スポーツ、レクリエーションの普及◎強固

な精神力（根性）の酒養を三つの柱にしています。

　自分では、健康で体力があると思っていても、本当に自信をもつ

ていいきれる人は少ないものです。ミわれ衰えリミとは、だれもが

現実に感じているのではないでしょう。

　町教育委員会では、47年度から各部落を巡回して、体力テストを

行なうことにしています。この体力テストで自分の体力を知り、そ

れぞれの体力に応じた運動処方を考え、家庭で、地区でトレーニン

グをはじめてみましよう。

町　報　東　郷

　　↑かけ足
　　導尾．・か：・足を．ξそ

　　　200．・4001レ

　　　場「1L卜’≠P・・’、，；困

り　　 そノ’場でか汁足を

＼

4

・
爬k

鰭琉驚セり／
両千を1・に1・：トか

姿勢から．　からた

オーね1一　て」・】ド
；　．
ぐわっ．

20．30回

④ささぶね
仰臥より，

あげて，

床につける。
20～30回

曝
旨
裏
＼

齢
一

　纒足を
り負ク）」＝二つ

＼

σ

賦

1曝露『癖r
・∴1∵べ．繊
　　　　　　　　4

ノ
」⑥からだ浮かせ
　一．1に腰か什た姿

　勢から．両rて之
　えてからだを汀か
　ぜる　　5秒闘か／い

　はる，
　10　20回

r

▼　家族でできるレクレーション

▲　どっだけ飛び上がつどかい一ジャンプテスト

▼　栄養改善で家族の健康を一調理実習

レ

ウ
ー
ン
／
カ
の
は
い
る
握
力
テ
ス
ト
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も
う
す
ぐ
一
年
生

交
通
事
故
に
注
意

　
四
月
に
な
り
、
い
よ
い
よ
小
学
校
一

年
生
と
し
て
元
気
に
通
学
が
は
じ
ま
る

こ
と
に
な
る
と
、
ま
ず
、
気
を
つ
か
う

の
が
行
き
帰
り
の
時
間
で
す
。

　
校
門
か
ら
中
の
こ
と
は
学
校
で
、
玄

関
か
ら
中
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
守
っ
て
い
け
ま
す
。

　
問
題
は
、
玄
関
の
外
か
ら
校
門
ま
で

の
間
に
あ
る
、
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
注
意
を

要
求
さ
れ
る
交
通
戦
争
の
時
代
で
す
。

　
と
く
に
幼
い
子
ど
も
の
事
故
が
多
く

「
注
意
一
秒
、
ケ
が
一
生
」
で
す
。
乗

り
物
に
対
す
る
注
意
は
、
幼
い
子
ど
も

に
と
っ
て
は
、
こ
と
に
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ど
く

訓
練
に
や
り
す
ぎ
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
経
過
敏

に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
入
学

前
に
何
度
か
学
校
ま
で
の
道
を
親
子
で

歩
い
て
み
て
注
意
を
与
え
、
歩
く
訓
練

を
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
こ
の
訓

練
に
は
、
や
り
す
ぎ
は
な
い
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
し
か
し
、
訓
練
と
い
っ
て
も
き
び
し

い
も
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
、
心
を

お
ど
ら
せ
て
待
っ
て
い
る
学
校
へ
の
期

待
や
、
入
学
の
喜
び
に
そ
い
な
が
ら
、

と
き
に
は
母
親
と
、
と
き
に
は
父
親
が

い
っ
し
ょ
に
、
散
歩
が
て
ら
に
家
と
学

校
の
間
の
道
を
き
め
て
、
何
回
か
歩
い

て
み
る
こ
と
で
す
。

　
ま
だ
六
歳
と
い
う
年
ご
ろ
で
は
、
聞

あ
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
と
思
っ
て
い
て
も
、
行
動
の
の
ろ
い

子
ど
も
で
は
身
を
避
け
る
こ
と
も
速
さ

を
確
か
め
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
入
学

事
オ
7
㌻
ξ
「
、
｝
一
’
，

新
小
学
校
一
年
生

7
x
－
　
ー
ー
ぞ
L
－
島
一
》
｝
、
墾
渉
・
～
h
ー
ー

　
　
【
東
郷
小
】
小
野
田
睡
東
村
絹
代

　
（
吉
市
長
女
）
六
原
弥
生
（
光
義
長
女
）

都
甲
利
恵
（
昭
二
女
）
都
甲
由
美
（
義

典
二
女
）
都
甲
和
美
（
哲
郎
長
女
）

江
藤
智
仁
（
哲
夫
二
男
）
高
森
ひ
ず
る

　
（
忠
長
女
）
永
岡
由
紀
（
明
長
女
）
佐

々
木
亜
里
砂
（
千
久
志
二
女
）
泥
谷
一

嘉
（
吉
人
長
男
）
安
田
豊
（
耕
作
長
男
）

畝
原
広
美
（
昂
二
男
）

▽
迫
野
内
目
黒
木
雄
二
（
一
希
長
男
）

森
木
説
美
（
忠
作
長
女
）
志
田
穂
積

（
袈
裟
夫
長
男
）
吉
田
和
子
（
稲
穂
長
女
）

佐
藤
文
幸
（
正
朝
長
男
）
黒
木
美
喜
雄

　
（
輝
二
男
）
佐
藤
敦
美
（
輝
夫
三
女
）

▽
羽
坂
陪
新
名
幹
代
（
淳
一
長
女
）
日

吉
真
弓
（
広
美
長
女
）
寺
原
由
紀
代

（
五
男
長
女
）
若
藤
公
生
（
健
長
男
）
三

原
ゆ
か
り
（
繁
明
長
女
）
寺
田
恵
子

（
豊
養
女
）
福
田
英
明
（
寿
美
男
二
男
）

▽
鶴
野
内
軸
福
谷
み
ゆ
き
（
豊
長
女
）

黒
木
文
代
（
学
二
女
）
中
田
成
生
（
辰

己
長
男
）
塩
月
香
苗
（
美
秋
長
女
）
塩

ル
、
‘
Y
［
λ
－
～
．
丁
オ
．
．
一
ず

月
和
代
（
和
太
郎
三
女
）
佐
藤
美
紀
子

（
貞
吉
長
女
）

▽
田
野
目
谷
口
拓
已
（
未
弘
三
男
）
三

浦
辰
己
（
盛
治
二
男
）
谷
口
博
」
（
重
義

長
男
）
▽
八
重
原
1
1
伊
藤
勲
（
晃
長
男
）

【
福
瀬
小
】
福
瀬
H
吉
田
香
代
（
力
弥

三
女
）
川
村
初
美
（
初
男
長
女
）
宮
本

多
枝
（
喜
由
長
女
）
新
名
浩
文
（
哲
郎

長
男
）
川
越
美
紀
子
（
美
子
長
女
）
海

野
忠
子
（
重
治
三
女
）
海
野
美
智
子

（一

ｶ
長
女
）
藤
原
美
和
子
（
二
二
女
）

岩
本
恵
美
子
（
東
長
女
）
金
丸
勉
（
万

次
郎
三
男
）
塩
月
裕
里
（
秀
幸
二
女
）

長
池
久
子
（
光
義
長
女
）

【
坪
谷
小
】
坪
谷
1
1
那
須
美
穂
子
（
俊

一
長
女
）
矢
野
直
樹
（
征
充
二
男
）
矢

野
幸
子
（
義
夫
長
女
）
富
山
郁
美
（
三

義
二
女
）
岩
切
康
弘
（
梓
長
男
）
黒
木

幸
人
（
啓
任
長
男
）
海
野
隆
範
（
平
長

男
）
川
島
明
子
（
定
雄
二
女
）
海
野
公
生

（
石
根
長
男
）
古
川
佳
代
子
（
秀
夫
長
女
）

▽
瀬
平
1
1
那
須
秀
彦
（
時
正
二
男
）
海

野
千
代
美
（
新
明
長
女
）
川
野
満
男

（
敏
徳
長
男
）
▽
仲
深
1
一
水
野
恵
美
（
良

人
長
女
）
酒
井
博
彦
（
今
朝
吉
養
子
）

酒
井
幸
美
（
京
一
郎
二
女
）
清
水
義
一

（
辰
夫
長
男
）
三
河
香
代
（
政
三
長
女
）

黒
田
益
雄
（
成
光
二
男
）
水
野
史
郎

（
浅
一
五
男
）
山
口
智
（
和
好
二
男
）
田

口
文
（
紘
一
郎
二
女
）
寺
田
洋
美
（
光

二
女
）

【
越
表
小
】
越
表
隠
河
野
康
（
剛
長
男
）

▽
下
渡
川
一
河
野
広
美
（
真
幸
二
男
）

黒
木
誠
二
（
敦
美
二
男
）
二
一
隆
志

（
安
治
三
男
）

　
【
寺
迫
出
】
寺
迫
1
1
河
野
徳
市
（
一

男
二
男
）
橋
口
綾
（
弘
長
女
．
）
黒
木
浩

三
（
智
子
長
男
）
川
越
る
み
子
（
寅
夫

二
女
）
柿
本
享
彦
（
昭
生
二
男
〉
黒
木

昭
吾
（
慶
喜
二
男
）
黒
木
美
穂
（
忠
義

二
女
）
黒
木
ミ
カ
（
鉄
夫
長
女
）
田
代

千
保
（
孝
秀
二
女
）
黒
木
茂
（
三
法
三

男
）
黒
木
信
幸
（
雄
幸
二
男
）
黒
木
武

（
萌
長
男
）

　
【
日
向
市
美
々
津
小
田
ノ
原
分
校
】

可
融
綬
壷
櫻
　

一
「
一
》
、
年
〕
斤
一
Σ
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
2
一
》
シ
㌻
》
～
》
～
｝
事
唾
．
み
一
》
発
　
～
》
．
一
　
～
雪
r

！’

　一ﾍ
ね

・1’

zゴニ
多多　く

協蓼

〃乱ノづ）ノつうつ

欝
．

《
賜

え
査

　
が

い
七
ぼ
尼

危
い

通
学
訓
練
を
し
ま
し
よ
う

前
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
し
つ
け
て
お
い
て
く

ヲ
　
　
　
　
　
へ
　
む

だ
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
学
後
の

一
カ
月
後
が
た
い
せ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
は
、

規
則
正
し
い
集
団
生
活
に
身
を
投
げ
入

れ
、
い
ま
ま
で
よ
り
も
っ
と
き
び
し
い

ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
緊
張
も
し
て

い
ま
す
し
、
先
生
や
両
親
の
こ
と
ば
に

も
従
お
う
と
身
が
ま
え
て
い
る
わ
け
で

す
。　

で
す
か
ら
、
入
学
当
初
は
わ
り
あ
い

に
無
難
に
す
ご
し
て
い
き
ま
す
が
「
や

れ
や
れ
、
学
校
生
活
も
身
に
つ
い
て
き

た
」
と
ほ
っ
と
す
る
一
ヵ
月
ほ
ど
の
ち

に
な
っ
て
か
ら
、
思
い
が
け
な
い
問
題

が
生
じ
て
き
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
学
校
に

行
き
し
ぶ
る
子
ど
も
、
か
ら
だ
に
変
調

を
き
た
す
子
ど
も
や
、
交
通
事
故
に
で

あ
う
子
ど
も
が
で
て
き
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
一
方
で
は
緊
張
が
ほ
ど
け

多
少
生
活
に
慣
れ
て
き
て
注
意
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
き
た
、
他
方
で
は
緊
張

の
連
続
か
ら
生
じ
た
疲
れ
が
で
て
き
た

わ
け
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
両
親
の
気
を
つ
け
h
、
5
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
む
し
ろ
入
学
か

ら
一
ヵ
月
ぐ
ら
い
あ
と
の
時
期
で
す
。

こ
の
こ
ろ
に
は
子
ど
も
の
健
康
に
も
心

を
そ
そ
ぎ
、
も
う
一
度
交
通
に
つ
い
て

の
訓
練
を
く
り
返
す
と
同
時
に
、
家
に

も
ど
っ
て
さ
ま
し
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
休

養
さ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
や
る
こ
と

で
す
。
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問
人
慰

ねたきりの

を

　
毎
年
、
赤
い
羽
根
の
共
同
募
金
に
は

み
な
さ
ん
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
援
助
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
募
金
は

県
の
共
同
募
金
会
が
社
会
福
祉
協
議
会

の
意
見
を
聞
い
て
、
恵
ま
れ
な
い
人
た

ち
に
必
要
な
配
分
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
本
町
に
は
町
内
募
金
額

の
六
〇
％
が
配
分
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ね
た
き
り
の
お

と
し
ょ
り
の
慰
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
町
内
に
は
二
十
八
人
の
お
と

し
よ
り
が
ね
た
き
り
で
、
そ
の
う
ち
十

三
人
目
ほ
と
ん
ど
動
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
は
友
愛
慰
問

を
行
な
い
、
健
康
に
恵
ま
れ
な
い
人
た

ち
を
な
ぐ
さ
め
、
は
げ
ま
し
て
い
ま
す

　
こ
の
ほ
か
募
金
は
、
福
祉
施
設
や
長

期
入
院
患
者
な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

明
る
く

元
気
に
が
ん
ば
っ
て

　
二
月
二
十
二
日
、
町
母
子
福
祉
会
の

主
催
に
よ
る
母
子
世
帯
の
中
学
卒
業
生

と
小
学
校
新
入
児
の
激
励
会
が
、
役
場

講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
、
町
内
の
母
子
世
帯
の
子
ど

も
で
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
人
は
十
六

人
、
新
入
児
は
二
人
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
町
母
子
福
祉
会
長
か
ら

お
祝
い
の
記
念
品
が
ひ
と
り
ひ
と
り
に

贈
ら
れ
た
あ
と
、
町
長
と
来
賓
か
ら
明

る
く
、
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

と
激
励
の
こ
と
ば
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た

　
こ
の
あ
と
、
全
員
を
代
表
し
て
坪
谷

中
越
表
分
校
の
中
森
さ
ん
が
、
き
ょ
う

の
感
激
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に
、
今

後
も
し
っ
か
り
が
ん
ば
り
ま
す
、
と
誓

い
の
こ
と
ば
を
の
べ
ま
し
た
。

（
、
ク
＼
ζ
ヒ
ζ
ζ
ζ
　
’
（
　
〆
＼
　
ピ
＼
・
ζ
、
r
・
《
　
・
、
　
r

頑
本
町
教
育
百
年
の
歩
み
ロ

グ
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

・
義
務
教
育
費
と
子
守
学
校

　
当
時
の
教
育
費
は
各
学
校
区
民
の
負

担
で
し
た
。
明
治
二
十
二
年
町
村
制
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
は
原
則
と
し
て
町
村

が
負
担
す
る
こ
と
な
り
、
本
町
同
年
の

歳
出
予
算
千
五
百
八
円
余
の
中
、
五
百

二
十
六
円
余
が
教
育
費
に
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
校
舎
建
築
費
は
ほ
と
ん
ど

学
区
民
の
負
担
で
し
た
。

　
明
治
二
十
五
年
四
月
か
ら
生
徒
へ
）
と

り
に
月
三
銭
の
授
業
料
を
父
兄
か
ら
徴

収
し
ま
し
た
（
当
時
白
米
一
升
六
銭
）

　
尋
常
科
が
義
務
制
に
な
っ
て
か
ら
は

生
徒
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
幼
い
弟
妹

を
つ
れ
て
登
校
し
て
授
業
を
受
け
る
生

徒
が
多
く
、
そ
の
対
策
に
若
慮
し
ま
し

た
。
当
時
の
東
郷
村
教
育
会
総
会
で

「
小
学
校
に
お
い
て
、
生
徒
が
そ
の
弟

妹
等
幼
児
を
伴
い
来
て
、
自
己
の
隣
席

に
列
せ
し
め
お
く
者
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
絶
対
拒
絶
す
べ
き
も
の
か
、
は
た
ま

た
許
容
す
べ
き
も
の
か
」
で
討
論
さ
れ

た
こ
と
が
東
郷
村
教
育
会
史
に
記
し
て

あ
り
ま
す
。

・
「
君
が
代
」
と
祝
日
唱
歌

　
君
が
代
の
作
曲
は
明
治
十
三
年
で
す

が
、
こ
れ
が
祝
祭
日
歌
と
制
定
さ
れ
ま

し
た
の
は
明
治
二
十
六
年
で
す
。

　
本
町
で
は
、
記
録
に
よ
る
と
明
治
二

十
四
年
の
天
長
節
か
ら
せ
い
（
斉
）
回
し

て
い
ま
す
。

　
三
大
節
（
一
月
一
日
、
紀
元
節
、
天

長
節
）
の
祝
歌
も
明
治
二
十
六
年
ご
ろ …

哨
建
煮
振
な
総
、
募
輕
鎌

　
　
力
ら
せ
い
唱
き
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
ψ

　　

@
・
日
清
戦
争
・
小
霧
　
　
へ

　
　
　
明
治
二
十
七
、
八
年
の
清
国
と
の
戦
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
争
は
、
わ
が
国
と
し
て
は
初
め
て
の
大
～

　
　
戦
争
で
し
た
．
小
学
生
た
ち
も
わ
ら
蕊

　
　
を
作
っ
て
陸
軍
の
惟
兵
部
に
寄
贈
し
ま
望

　
　
し
た
。
鶴
野
内
の
過
尾
和
三
郎
さ
ん
は

・
時
奪
　
一
叢

ら
の
感
謝
状
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
～

教
育
は
す
べ
て
、
が
同
調
と
な
り
、
｛

器
斜
鵜
護
難
鞭
鑓

わ
れ
ま
し
・
．
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

・
小
学
校
合
併
と
高
等
科
設
置
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
明
治
三
十
年
七
月
に
小
野
田
、
羽
坂
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

離
詔
嬰
気
欝
艇
濃

村
会
に
は
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
各
部
卯

落
が
対
立
・
て
甲
論
乙
ば
≦
駁
）
山

臨
幾
難
艦
影

東
臼
杵
饗
・
三
回
来
村
・
て
調
停
の
晒

労
を
と
り
ま
し
た
が
、
三
校
合
併
は
つ
幅

襲
凋
欝
薯
離
縫

田
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
し
、
触

驚
難
簾
一
群
一
審

k
校
舎
薪
凹
し
ま
し
・
．
　
睡

　
こ
の
こ
ろ
、
高
等
科
に
学
ぶ
者
は
富
ψ

高
の
高
等
小
学
校
ま
で
十
階
キ
ロ
余
を
）

雑渉

恂
ﾙ
熊
踊
隙

学
し
ま
し
た
。

～
一
＼
／
－
一
）
．
一
－
〉
〉
、
》
》
》
、
〉
．
＞
＞
．
－
〉
一
》
）
．
一
》
〉
夢
》
5
一
－
婁
一
v
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お知らせ

ミ
動
塾
r

　
　
　
ノ
ヨ

嘉
．

町医47．3．1

住
民
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
ま
で

　
こ
と
し
も
い
よ
い
よ
税
金
の
申
告
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
税
と
贈
与
税

の
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で
で

す
が
、
こ
の
日
は
、
個
人
事
業
税
、
住

民
税
の
申
告
の
期
限
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
住
民
税
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
所
得
に
応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
も

の
で
す
。
そ
の
基
礎
と
な
る
所
得
は
、

納
税
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
自
主
的
に
申

告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
税
と
事
業
税
の
申

火をつかう生ならできる

末始の火

の火災予防運動
2月29日～3月13日■ 凹ご

防
ご
う
山
火
事

告
を
し
て
い
る
人
は
改
め
て
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
、
町

で
は
次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
き
ま
す

の
で
、
も
れ
な
く
出
席
し
て
い
た
だ
き

誤
り
の
な
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
三
月
二
日
、
役
場
講
堂
1
1
小
野
田

　
　
　
　
　
　
鶴
野
内
、
迫
野
内

　
　
　
　
　
　
八
重
原
、
田
野

　
　
　
　
　
　
羽
坂

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

〇
三
月
三
日
　
福
瀬
公
民
館
1
1
福
瀬

　
　
　
　
　
寺
迫
小
体
育
館
u
寺
迫

　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

〇
三
月
六
日
　
坪
谷
小
体
育
館
“
坪
谷

　
　
　
　
　
　
仲
深
、
瀬
平

　
　
　
　
　
　
へ
き
地
生
会
所
1
1
越
表

　
　
　
　
　
　
下
渡
川

　
　
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

　
毎
年
行
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
税
台

帳
の
縦
覧
を
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

二
十
日
間
、
税
務
課
窓
口
で
行
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
印

　
　
　
　
、
d
ノ
ニ

気
な
し
の
投
げ
す
て

山
火
事
の
も
と

Qジ

、ρノ

勢
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
リ

蓋
口

　
　
章
、

β
冴

，
，
－
，
煎
博

い
ま
す
。
縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
こ

の
期
間
申
、
直
接
役
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
単
車
の
廃
車
届
は
早
く

　
四
月
に
な
り
ま
す
と
軽
自
動
車
税
の

納
付
書
を
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
宛
発

送
い
た
し
ま
す
。
市
町
村
で
あ
つ
か
う

軽
自
動
車
税
は
＝
一
五
㏄
以
下
の
単
車

に
か
か
る
も
の
で
す
が
、
廃
車
し
た
り

他
の
人
に
売
っ
た
り
し
た
人
は
、
そ

の
都
度
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。　

し
か
し
、
そ
の
届
を
怠
っ
て
い
ま
す

と
こ
と
し
も
ま
た
そ
の
人
に
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
廃
車
し
た
人
は

標
識
番
号
を
必
ず
持
っ
て
、
早
目
に
役

場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
あ
な
た
の

損
で
す
。

　
　
標
語
の
募
集

　
い
ま
、
四
十
八
年
四
月
に
宮
崎
県
霧

島
山
ろ
く
で
開
か
れ
る
全
国
植
樹
祭
の

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格
　
制
限
は
な
い

▽
締
切
期
日
　
四
十
七
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
応
募
方
法

　
①
官
製
は
が
き
に
「
第
2
4
回
全
国
植

　
　
樹
祭
標
語
」
と
し
て
一
点
記
載

　
②
送
り
先

　
　
宮
崎
市
橘
通
東
二
一
十
1
一

　
　
　
宮
崎
県
全
国
植
樹
祭
準
備
室

　
　
　
　
〒
八
八
○

▽
そ
の
他
応
募
標
語
に
は
住
所
、
氏

　
　
名
、
職
業
（
学
校
）
年
令
、
男
女

　
　
別
を
明
記

≡一一一人　ロー一腱

≡　　　47年2月1日現在　　≡

≡　　　　　　（　）は対前月比　　　≡

≡　　男　　3．488人　≡

≡　　　　　　　（一5）　≡

≡　女3．755人≡
≡　　　　　　　（±0）　　雲

≡総　数　7．243人　≡
≡　　　　　　　・（一5）　　≡
1世帯数　　1．775世帯1

養　　　　　　　　（士0）　　≒
」開II【川11闘II■l111剛81”1111■■1川1帥，1圏lll闘1811叫■川犀rl聰弼脈圏r開m恥

母
子
資
金
の
貸
付

　
県
で
は
、
母
子
世
帯
の
み
な
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
「
，
母
子

福
祉
資
金
」
を
貸
付
け
て
い
ま
す
。

　
利
息
は
、
修
学
、
就
学
仕
度
資
金
は

無
利
子
で
そ
の
他
は
年
三
％
で
す
。
ま

た
、
償
還
期
限
も
長
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
有
利
な
資
金
で
す
。

　
資
金
の
借
入
れ
を
希
望
す
る
人
は
、

町
役
場
福
祉
係
で
手
続
き
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。

香
典
返
し

　
◎
仲
深
区
の
中
谷
亀
太
郎
さ
ん
か
ら

故
ツ
ヲ
リ
さ
ん
の
忌
明
け
に
◇
迫
野
内

区
の
平
池
徳
松
さ
ん
か
ら
故
マ
ツ
さ
ん

の
忌
明
け
に
◇
旧
知
区
三
浦
得
栄
さ
ん

か
ら
故
悦
蔵
さ
ん
の
忌
明
け
に
香
典
返

し
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ

ぞ
れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
と
と
も
厚
く
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

騰
難
沼
目

　
　
　
　
　
　
一
月
号
二
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
…
父
の
名
一
部
落

海
野
　
真
弓

橋
　
口
　
年
光

矢
野
節
子

山
　
本
　
良
　
二

村
　
田
　
晴
美

黒
木
恵
美
子

昌
　
高

　
初
美

茂
　
美

一
　
正

定
　
久

勝
　
国

黒
　
木

　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
遠

　
　
　
　
　
　
洋

結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
名

黒植氏

野
　
　
克
　
　
之

木
　
　
京
　
　
子

黒
　
　
田
　
　
未
　
　
三

富
　
　
山
　
　
松
　
　
枝

黒
　
　
木
　
　
時
　
　
雄

黒
　
　
木
　
　
征
　
　
子

小
野
田

〃

坪
　
谷

〃

小
野
田

福
　
瀬

羽
坂

寺部
”迫落

坪
　
谷

　
〃

寺
　
迫

　
〃

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

一
氏
：
．
　
　
名
、
一
年
令
一
部
落

寺
原
　
庄
太
郎

平
　
池
　
マ
　
ツ

甲
　
立

明

中
　
谷
　
ツ
ヲ
リ

小
林
純
　
一

酒
　
井
上
平

佐
　
藤
　
浪
　
子

八
五

八
三

六
九

五
六○

七
〇

五
〇

羽
　
坂

口
野
内

伸
　
深

〃

福
　
瀬

越
〃

表
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